
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．まちの点検 
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（１）パラリンピアンとのまちの点検 

 

10 月 21 日、シンポジウム当日の午前中、パラリンピアン、当事者団体代表者とともに、日大通

りを通って、下高井戸商店街を訪問（まちの事前点検と同じ店舗）。まちの点検とともに、地元商店

との交流を図るなど日本文化に触れていただいた。 

 

 

Aグループ：ジョー・デラグレーブ氏、チャック・メルトン氏、 

菊野弘次郎氏（NPO法人自立の家）ほか 

   

Bグループ：チャック・アオキ氏、ジョシュ・ウィーラー氏、 

グリズデイル・バリージョシュア氏、 

村井やよい氏（世田谷区重症心身障害児（者）を守る会会長） 

大竹博氏（NPO法人世田谷区視力障害者福祉協会理事長） ほか 

 

 

 

決して広いとは言えない道路のため、安全確保のため学生が前後について誘導するなど配慮した。 
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踏切の横断時には、溝や段差がある。体力のあ

るパラリンピアンは問題なく通行できるが、そ

のような人ばかりではないだろうとの指摘も。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道陣の同行もあり、大勢での移動となった。 

 

 

 

 

 

 

 

日本の風景を楽しまれている一面も。 
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  店舗では、店内を見て回ったり、店員とディスカッションしたり、商品を購入（試食）したりする

など、交流を深めた。その中で、パラリンピアンより、「店内を動き回れるスペースが作られるとよ

い」、「誰でも高齢者になるのでバリアフリー化は将来への投資」、「バリアフリーと言っても大きな

工事でなく簡単な工夫でよい」、「来店できる人が増えればそれだけ売り上げにもつながる」、「よく

したいという願望が重要」といった意見が寄せられた。 

  また、同行者からは、パラリンピアンとの交流を通して「アメリカはボランティアが多いのでハ

ード整備のことはあまり気にしていないと言っていて驚いた」、「店舗で、常に陳列されている商品

については点字で案内をしてはどうかと提案していた。他の障害のことも気にかけている様子に感

銘を受けた」など、アメリカの障害者の考え方に刺激を受けた様子だった。 

16



（２）10月 4日（金）まちの事前点検 

21日のパラリンピアンによるまちの点検に先立ち、日本大学文理学部学生が、当事者役も含めて

役割分担をして事前点検を行った。その際の気付きを、21日当日打合せ時に、パラリンピアン等と

共有した。 
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